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1 はじめに 
世界自然保護会議は 4 年に 1 度開催され、世界中の自然保護の取り組みに関する報告
や議論が行われている。 6 回目の開催となる 2016 年度は、ハワイ・ホノルルで 9 月 1 日
から 10 日までの 10 日間行われ、世界 190 か国 1 万人以上の、政府機関や NGO 等様々
な立場の人々が参加していた。フォーラムと会員総会の２部構成になっており、フォーラ
ムでは生物多様性保全のためのアイデアの報告など、 4 日間で約 1400 のイベントやワー
クショップが行われ、会員総会では今後 4 年間の IUCN の活動ビジョンが掲げられた。 












 世界自然遺産に関連するイベントでは、 IUCN と ICOMOS によって、自然遺産にオー
センティシティ（真実性）の考え方を適用する可能性について白熱した議論が行われてい
た。その他、様々な話題に関する各地の課題や実施している対策について、参加者同士で
議論をしていく機会が多くあった。今回の会議のコンセプトある ”Planet at the 
crossroads 「岐路に立つ地球」 ” の課題に取り組む世界の流れを肌で感じ、筆者自身研
究成果を、 4 年後の次回会議で発表し議論に加わりたいと、研究意欲が益々高まった。  
セレモニーの様子  イベントでの議論 
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